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Abstract
　The present study examined influences of aging on olfactory imagery ability and 
Subjective Well-being. In the survey, two hundred young adults and two hundred elderly 
adults completed the Vividness Odor Imagery Questionnaire （VOIQ） and Subjective 
Well-being Scale. The results showed that the young adults rated higher than the 
elderly adults on total score of VOIQ. Additionally, the young adults rated lower than 
the elderly adults on total score of Subjective Well-being Scale. Significant correlations 
were shown between total score of VOIQ and total score of Subjective Well-being Scale 
in young and elderly adults. These findings suggest that olfactory imagery ability plays 
a significant role in Subjective Well-being.
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（Questionnaire upon Mental Imagery）では，視覚，聴覚，皮膚感覚などの ７ つのモダリ
ティに関するイメージ能力を測定することが可能である。また，個々の感覚知覚イメー
ジ能力の測定に特化した質問紙として，視覚ではMarks（1973）によるVVIQ（Vividness 
of Visual Imagery Questionnaire）， 聴 覚 で はHishitani（2009）に よ るAIQ（Auditory 
Imagery Questionnaire），嗅覚ではGilbert, Crouch, & Kemp（1998）によるVOIQ （Vividness 
of Odor Imagery Questionnaire）などが開発されてきた。なかでも嗅覚イメージについ
ては，その生成が困難である場合が多く，存在自体が疑問視されていたが（e.g., Engen, 
1991），近年の研究から嗅覚イメージを想定しないと解釈できない知見が報告され，その
重要性が再確認されている（e.g., Bensafi & Rouby, 2007; Djordjevic, Zatorre, Petrides, & 
Jones-Gotman, 2004）。
　最近の嗅覚に関する心理学的研究では，加齢の影響について盛んに検討が行われてい
















































とを思い浮かべて下さい」と教示された。場面ごとに ２ から ４ 項目の匂いイメージの鮮明
度が求められ，計14項目であった。鮮明度の評定は ５ 段階で行われ，評定 １：「完全にハッ
キリしていて，実物のにおいを嗅いでいるようである。」，評定 ２ ：「かなりハッキリして
いるが，実物のにおいを嗅いでいるほどではない。」，評定 ３ ：「ハッキリした程度は，中






わない」，評定 ２ 「あまりそうは思わない」，評定 ３ 「ある程度は」，評定 ４ 「非常に」な
どの ４ 件法であり，計15項目であった。
Ⅲ．結果と考察
　回収率は100%であった。以下の分析にはIBM SPSS Statistics ver.25を使用した。VOIQ
および主観的幸福感尺度の信頼性係数を算出し，またそれぞれの合計平均値および標準
偏差を性，世代ごとに算出し，Tableに示した。質問紙ごとの合計平均値を従属変数とし
て，性 ２（男性，女性）×世代 ２（若年者，高齢者）の参加者間 ２ 要因分散分析を行った。

















代差については，社会情動的選択性理論（socioemotional selectivity theory: Carstensen, 
2006）などによるさまざまな理論を用いた解釈が行われている。それらの理論の一つとし
















性 男性 女性 合計 男性 女性 合計
VOIQ （α＝.89）
　合計平均値 37.11 35.18 36.15 30.54 31.43 30.99
　標準偏差 10.54 11.20 10.89 9.21 10.19 9.70
主観的幸福感（α＝.68）
　合計平均値 39.11 41.43 40.27 43.37 42.86 43.12
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